
食
料
自
給
率
は
、
国
内
で
消
費
さ

れ
る
食
料
の
う
ち
、
ど
の
程
度
が
国

内
産
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
か
を
表

す
指
標
で
あ
る
。

農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン

ス
が
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
１
０
０
％

を
超
え
、
我
が
国
は
41
％
と
先
進
諸

国
の
中
で
は
極
端
に
低
い
。

国
民
の
食
料
を
安
定
的
に
供
給
す

る
国
の
責
務
と
し
て
、
本
年
３
月
に

策
定
さ
れ
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」
で
は
、
平
成
32
年
度
の

食
料
自
給
率
を
50
％
ま
で
引
き
上
げ

る
と
し
て
い
る
。

一
方
、
本
県
の
食
料
自
給
率
は
45

％
と
全
国
22
位
で
、
県
が
新
た
に
策

定
し
た
「
農
林
水
産
基
本
計
画
」
で

は
50
％
（
24
年
度
目
標
）
ま
で
高
め

る
と
し
て
い
る
。

食
料
自
給
率
を
高
め
る
供
給
熱
量

の
大
き
い
米
（
米
粉
、
飼
料
用
米
）
、

大
豆
等
の
推
進
も
重
要
で
は
あ
る
が
、

県
で
は
、
現
在
「
新
鮮
と
く
し
ま
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
」
を
展
開
し
、
12
品
目

を
ブ
ラ
ン
ド
品
目
に
、
24
品
目
を
ブ

ラ
ン
ド
育
成
品
目
に
選
定
し
て
ブ
ラ

ン
ド
化
を
推
進
し
て
い
る
。
今
後
と

も
、
県
産
農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
農
林
漁
家

の
所
得
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

（
大
塚

啓
二
）
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全国情報会議が開かれる

全
国
農
業
会
議
所
主
催
に
よ
る

平
成
22
年
度
全
国
情
報
会
議
が
４

月
７
日
、
椿
山
荘
（東
京
都
・文
京

区
）に
全
国
か
ら
農
業
委
員
や
事

務
局
な
ど
の
関
係
者
１
２
０
０
人

が
出
席
し
て
開
か
れ
、
全
国
農
業

新
聞
・
全
国
農
業
図
書
の
普
及
と

活
用
の
功
績
の
あ
っ
た
農
業
委
員

会
関
係
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

本
県
で
は
徳
島
市
と
阿
南
市
が

優
秀
農
業
委
員
会
と
し
て
、
ま
た

普
及
拡
大
に
功
績
の
あ
っ
た
農
業

委
員
ら
６
名
が
功
労
賞
表
彰
さ
れ

た
。優

秀
農
業
委
員
会
表
彰
は
、
年

間
平
均
農
業
委
員
数
の
５
倍
以
上

の
購
読
者
数
を
維
持
し
、
普
及
拡

大
に
努
め
た
農
業
委
員
会
と
年
間

15
部
以
上
の
新
規
購
読
者
を
確
保

し
た
農
業
委
員
や
職
員
が
表
彰
さ

れ
る
も
の
で
、
な
か
で
も
阿
南
市

農
業
委
員
の
森
岡
久
人
氏
は
15
部

の
新
規
購
読
者
を
確
保
し
功
労
者

と
し
て
全
国
表
彰
さ
れ
た
。

全
国
情
報
会
議
で
は
、
平
成
22

年
度
が
「
全
国
農
業
新
聞
で
結
ぶ

信
頼
の
絆
・
３
カ
年
運
動
」
の
最

終
年
度
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
全

国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
や
同
代

表
者
集
会
な
ど
で
決
議
し
た
「農

業
委
員
一
人
あ
た
り
新
規
２
部
以

上
の
購
読
者
確
保
」の
申
し
合
わ

せ
に
基
づ
く
普
及
対
策
の
徹
底
を

確
認
し
た
。

当
日
の
記
念
講
演
と
し
て
、
昨

年
秋
に
山
梨
県
内
で
農
業
生
産
法

人
「
竜
土
お
ひ
さ
ま
の
里
農
園
」

を
立
ち
上
げ
、
農
業
に
新
規
参
入

し
た
俳
優
の
菅
原
文
太
さ
ん
が

「
土
と
生
き
る
」
を
講
演
テ
ー
マ

に
し
て
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
土
と

親
し
ん
だ
思
い
出
を
折
り
こ
み
な

が
ら
、
今
回
農
業
に
参
入
し
た
経

験
を
踏
ま
え
「
農
業
の
世
界
に
飛

び
込
ん
で
く
る
若
者
に
対
し
て
は
、

閂
（か
ん
ぬ
き
）を
取
り
払
い
、
門

戸
を
開
い
て
、
行
政
と
地
域
の
人

達
が
笑
顔
で
受
け
入
れ
て
や
っ
て

下
さ
い
」
と
農
業
委
員
会
の
前
向

き
な
新
規
就
農
の
支
援
を
呼
び
か

け
た
。

全国農業新聞
を購読しよう
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Ⅰ
．
ま
え
が
き

基
本
法
制
定
か
ら
10
年
が
経
過
し
、

こ
れ
ま
で
の
基
本
計
画
に
基
づ
い
た

様
々
な
取
組
に
よ
る
成
果
に
触
れ
つ

つ
も
、
農
業
・
農
村
は
、
総
じ
て
農

業
所
得
の
大
幅
な
減
少
、
担
い
手
不

足
の
深
刻
化
、
非
効
率
な
農
地
利
用
、

農
山
漁
村
の
活
力
の
低
下
と
い
っ
た

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
、
こ
れ
ま
で

の
農
政
が
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
は
重

く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

の
反
省
を
述
べ
た
上
で
、
食
料
・
農

業
・
農
村
政
策
を
日
本
の
国
家
戦
略

の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
、
大
幅
な

政
策
の
転
換
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
。

Ⅱ
．
食
料
、
農
業
及
び
農
村
に
関
す

る
施
策
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
針

食
料
・
農
業
・
農
村
の
状
況
を
踏

ま
え
、
施
策
の
実
効
性
を
期
す
上
で

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
と
い
っ

た
点
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
施
策
の
基
本
的

な
方
針
を
整
理
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
農
業
所
得
の
減
少
、

後
継
者
の
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増

大
、
農
村
の
疲
弊
等
、
食
料
・
農
業
・

農
村
を
め
ぐ
る
状
況
や
、
地
球
環
境

問
題
、
人
々
の
価
値
観
・
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
国
内
外
を
取

り
巻
く
新
た
な
潮
流
を
分
析
し
、
各
々

の
状
況
に
応
じ
た
政
策
の
対
応
方
向

を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、
農
政
を
大
転
換
す
る
に
当

た
り
、
農
業
・
農
村
を
再
生
さ
せ
、

こ
れ
を
わ
が
国
全
体
の
繁
栄
に
結
び

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
①
戸

別
所
得
補
償
制
度
の
導
入
、
②
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
適
っ
た
生
産
体
制
へ
の

転
換
、
③
６
次
産
業
化
に
よ
る
活
力

あ
る
農
山
漁
村
の
再
生
の
３
つ
の
政

策
を
基
本
に
、
各
般
の
施
策
を
一
体

的
に
推
進
す
る
新
た
な
政
策
体
系
を

構
築
し
、
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
で

食
料
自
給
率
50
％
の
達
成
を
め
ざ
す
。

Ⅲ
．
食
料
自
給
率
の
目
標

世
界
人
口
の
増
加
や
地
球
温
暖
化

等
に
よ
る
水
資
源
の
不
足
や
砂
漠
化

の
進
行
等
に
よ
り
、
農
産
物
に
つ
い

て
需
給
両
面
で
の
懸
念
が
生
じ
て
お

り
、
わ
が
国
に
と
っ
て
中
長
期
的
な

食
料
の
確
保
に
不
安
を
抱
か
ざ
る
を

得
な
い
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ

と
を
述
べ
た
上
で
、
今
後
の
農
政
に

お
い
て
は
、
特
に
ひ
っ
迫
が
予
想
さ

れ
る
穀
物
を
中
心
と
し
て
、
食
料
自

給
率
を
最
大
限
向
上
さ
せ
て
い
く
必

要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
考
え
の
下
、
平
成
32
年

度
の
総
合
食
料
自
給
率
目
標
は
、
国

際
情
勢
、
農
業
・
農
村
の
状
況
、
課

題
克
服
の
た
め
の
関
係
者
の
最
大
限

の
努
力
を
前
提
と
し
て
、
わ
が
国
の

持
て
る
資
源
を
す
べ
て
投
入
し
た
時

に
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
高
い
目
標

と
し
て
、
供
給
熱
量
ベ
ー
ス
で
50
％

（生
産
額
ベ
ー
ス
で
70
％
）ま
で
引
き

上
げ
る
。
こ
の
た
め
、
国
民
の
理
解

を
得
な
が
ら
、
生
産
及
び
消
費
の
両

面
に
お
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
事
項
及
び
克
服
す
べ
き
課
題
を
明

確
化
し
、
推
進
す
る
。

Ⅳ
．
食
料
、
農
業
及
び
農
村
に
関
し
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
施
策

１
．
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
に
関

す
る
施
策
（省
略
）

２
．
農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
関
す

る
施
策

①
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
創
設
と
生

産
・経
営
関
係
施
策
の
再
整
理

食
料
自
給
率
の
向
上
と
多
面
的
機

能
の
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、
兼
業

農
家
や
小
規
模
経
営
を
含
む
意
欲
あ

る
す
べ
て
の
農
業
者
が
農
業
を
継
続

し
、
経
営
発
展
に
取
り
組
め
る
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
。
こ
の
た

め
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
を
導
入
。

今
後
、
規
模
、
品
質
、
環
境
保
全

等
に
応
じ
た
加
算
に
つ
い
て
、
他
の

施
策
等
と
の
関
係
を
整
理
し
つ
つ
、

制
度
上
の
位
置
付
け
を
検
討
。
ま
た
、

米
以
外
の
品
目
に
つ
い
て
も
、
制
度

の
あ
り
方
や
導
入
時
期
を
検
討
。

②
農
業
・農
村
の
６
次
産
業
化
等
に
よ

る
所
得
の
増
大

生
産
・
加
工
・
販
売
の
一
体
化
、

産
地
の
戦
略
的
取
組
の
推
進
、
輸
出

促
進
、
生
産
資
材
費
の
縮
減
等
を
体

系
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
６

次
産
業
化
等
を
推
進
し
、
新
た
な
付

加
価
値
や
人
材
を
創
出
。
雇
用
と
所

得
を
確
保
し
、
若
者
や
子
ど
も
も
農

山
漁
村
に
定
住
で
き
る
地
域
社
会
を

実
現
。

③
意
欲
あ
る
多
様
な
農
業
者
に
よ
る

農
業
経
営
の
推
進

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
導
入
に
よ

り
、
意
欲
あ
る
す
べ
て
の
農
業
者
が

農
業
を
継
続
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
地
域
農
業
の
担
い
手

の
中
心
と
な
る
家
族
農
業
経
営
に
つ

い
て
、
規
模
拡
大
や
経
営
の
多
角
化

等
の
経
営
改
善
を
促
す
。
そ
の
際
、

地
域
に
定
着
・
普
及
し
て
い
る
認
定

農
業
者
制
度
を
活
用
。

ま
た
、
小
規
模
農
家
や
兼
業
農
家

も
参
加
し
た
集
落
営
農
や
、
地
域
の

雇
用
創
出
に
寄
与
し
て
い
る
法
人
経

営
を
育
成
・
確
保
。

さ
ら
に
、
新
た
な
人
材
の
育
成
・

確
保
や
女
性
・
高
齢
者
の
活
動
の
促

進
、
意
欲
あ
る
多
様
な
農
業
者
に
よ

る
農
業
経
営
の
特
性
に
応
じ
た
資
金

調
達
の
円
滑
化
を
推
進
。

④
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
の

促
進農

業
生
産
を
目
的
と
す
る
土
地
利

用
と
そ
れ
以
外
の
土
地
利
用
と
を
一

体
的
か
つ
総
合
的
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
計
画
を
、
地
域
住
民
の
意
見
を

踏
ま
え
つ
つ
策
定
す
る
制
度
を
検
討
。

ま
た
、
意
欲
あ
る
多
様
な
農
業
者

へ
の
農
地
集
積
、
耕
作
放
棄
地
の
再

生
・
有
効
利
用
、
農
地
情
報
の
利
活

用
を
推
進
。

⑤
～
⑧
（省
略
）

３
．
農
村
の
振
興
に
関
す
る
施
策

①
農
業
・農
村
の
６
次
産
業
化

農
業
と
第
２
次
・
第
３
次
産
業
の

融
合
等
に
よ
り
、
農
山
漁
村
に
由
来

す
る
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

資
源
と
産
業
と
を
結
び
つ
け
、
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
と
新
た
な
業
態
の

創
出
を
促
す
農
業
・
農
村
の
６
次
産

業
化
を
推
進
。
（
以
下
省
略
）

食
料
．農
業
．農
村
基
本
計
画
が
策
定

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
は
、
平
成
11
年
に
制
定
さ
れ
た
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
に
基
づ
き
、
今
後
10
年
程
度
を
見
通
し
て
政
府
が

策
定
す
る
農
政
の
基
本
指
針
で
、
概
ね
５
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
平
成
22
年
３
月
30
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
た
な
基
本
計

画
は
、
平
成
12
年
３
月
に
最
初
の
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
て
か
ら
３
回

目
と
な
り
、
民
主
党
政
権
の
誕
生
で
政
策
決
定
シ
ス
テ
ム
が
変
更
さ
れ

て
か
ら
初
め
て
の
基
本
計
画
で
も
あ
る
が
、
農
業
委
員
会
組
織
に
と
っ

て
関
心
の
あ
る
事
項
に
つ
い
て
そ
の
要
点
を
紹
介
す
る
。



市町村名
平成21年度ま
での目標数

19年度
実績

20年度
実績

21年度
実績

３カ年
実績

平成22年度から
の新たな目標数

徳島市 39 5 4 9 44

鳴門市 32 29 13 3 45 30

小松島市 7 5 1 6 7

阿南市 15 8 2 10 16

吉野川市 9 2 2 11

阿波市 28 20 2 1 23 38

美馬市 7 1 1 10

三好市 4 0 6

勝浦町 6 0 6

上勝町 2 0 2

佐那河内村 4 2 2 4

石井町 9 0 10

神山町 4 0 5

那賀町 3 0 3

美波町 1 1 1 1

牟岐町 1 0 1

海陽町 2 1 1 2 3

松茂町 7 3 2 5 7

北島町 2 5 5 2

藍住町 9 15 15 8

板野町 9 11 11 10

上板町 7 7 7 7

つるぎ町 1 0 2

東みよし町 2 1 3 4 2

合計 210 110 29 9 148 235

過去3カ年の実績と新たな目標数

「
加
入
者
10
万
人
早
期
突

破
・
新
規
加
入
者
底
上
げ

３
カ
年
計
画
」
の
実
施
に

よ
る
新
規
加
入
者
目
標
の

設
定
と
平
成
22
年
度
農
業

者
年
金
加
入
推
進
の
取
組

方
針
に
つ
い
て

平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で

取
り
組
ん
だ
「
農
業
者
年
金
加
入

者
10
万
人
早
期
達
成
３
カ
年
計
画
」

は
、
10
万
人
と
い
う
全
国
目
標
と

都
道
府
県
別
目
標
を
掲
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
加
入
推
進
の
取
り
組
み

機
運
を
高
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
、
21
年
度
末
の
新
規
加
入
者

累
計
は
９
５
，
５
６
０
人(

暫
定
）

と
10
万
人
の
目
標
に
は
届
か
ず
、

ま
た
、
各
都
道
府
県
間
の
進
捗
率

の
格
差
が
大
き
い
と
い
う
問
題
を

残
し
ま
し
た
。

徳
島
県
に
お
い
て
も
、
３
カ
年

計
画
の
初
年
度
で
あ
る
平
成
19
年

度
は
新
規
加
入
者
１
１
０
人
と
い

う
過
去
に
例
を
見
な
い
高
い
実
績

と
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度

は
29
人
、
最
終
年
度
の
平
成
21
年

度
は
９
人
と
尻
す
ぼ
み
の
結
果
と

な
り
、
３
カ
年
計
画
の
目
標
数
２

１
０
人
に
62
人
及
び
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
百
年

に
一
度
と
い
う
経
済
不
況
や
農
業

者
年
金
基
金
の
資
金
運
用
の
悪
化

等
に
よ
る
理
由
と
、
い
ま
だ
に
続

い
て
い
る
旧
の
農
業
者
年
金
制
度

廃
止
に
伴
う
不
信
感
に
よ
る
も
の

が
新
規
加
入
の
妨
げ
と
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
農
業
者
年

金
は
農
業
者
の
老
後
生
活
の
安
定

と
福
祉
の
向
上
に
不
可
欠
な
も
の

な
の
で
、
農
業
委
員
会
組
織
と
し

て
、
農
村
現
場
に
定
着
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
農
業

者
年
金
基
金
で
は
、
前
３
カ
年
計

画
の
加
入
者
10
万
人
目
標
は
、
加

入
資
格
の
あ
る
農
業
者
全
員
を
加

入
に
導
く
と
い
う
最
終
目
標
に
向

け
て
の
通
過
点
で
、
期
限
を
明
確

に
し
た
上
で
全
国
・
都
道
府
県
別

に
数
値
目
標
を
掲
げ
、
関
係
機
関
・

団
体
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
き
た
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
再

認
識
し
、
こ
れ
を
早
期
に
突
破
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
た
に
「
10
万
人

早
期
突
破
・
新
規
加
入
者
底
上
げ

３
カ
年
計
画
」
を
起
ち
上
げ
、
平

成
22
年
度
か
ら
更
な
る
新
規
加
入

者
の
拡
大
に
向
け
た
全
国
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

本
県
で
は
、
下
表
に
も
あ
る
よ

う
に
、
平
成
22
年
度
か
ら
24
年
度

ま
で
の
３
カ
年
間
で
新
規
加
入
者

２
３
５
人
と
い
う
新
た
な
目
標
を

掲
げ
加
入
推
進
活
動
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
年

度
、
農
業
委
員
会
や
Ｊ
Ａ
等
の
市

町
村
段
階
の
受
託
機
関
に
お
い
て

は
次
の
取
組
方
針
に
沿
っ
て
活
動

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

①
「
平
成
22
年
度
加
入
推
進
計
画
」

の
策
定
、
実
施

農
業
委
員
会
と
Ｊ
Ａ
は
相
互
に

連
携
を
図
り
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ
が
、

具
体
的
な
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
加

入
推
進
計
画
を
策
定
し
、
確
実
に

実
行
す
る
。

②
Ｊ
Ａ
等
と
の
「
対
策
会
議
」
に

よ
る
進
捗
状
況
の
管
理
・
検
証

農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
等
に
よ
る

「
対
策
会
議
を
開
催
し
、
活
動
計

画
の
検
討
、
４
半
期
ご
と
の
活
動

計
画
の
進
捗
状
況
の
管
理
・
検
証
、

農
業
委
員
会
総
会
及
び
Ｊ
Ａ
役
員

会
で
の
報
告
を
行
う
。

③
加
入
推
進
部
長
に
よ
る
加
入
推

進
活
動
へ
の
助
言
・
指
導

特
別
対
策
に
基
づ
き
、
地
区
別

加
入
推
進
班
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

設
置
さ
れ
る
加
入
推
進
部
長
は
、

活
動
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
の

助
言
・
協
力
を
行
う
と
と
も
に
、

担
当
地
区
内
に
お
け
る
、
「
加
入

対
象
者
の
把
握
と
絞
り
込
み
」
、

「
認
定
農
業
者
や
女
性
農
業
者
の

参
加
す
る
会
合
等
で
の
働
き
か
け
」
、

「
地
区
別
加
入
推
進
班
に
よ
る
戸

別
訪
問
の
実
施
」
に
つ
い
て
指
導

的
な
活
動
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
本
年

度
の
加
入
推
進
活
動
が
効
果
的
に

実
施
さ
れ
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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徳
島
県
農
業
会
議
で
は
、
将
来

の
本
県
農
業
を
担
う
若
い
人
材
確

保
・
育
成
の
た
め
、
平
成
20
年
度

と
21
年
度
の
２
年
間
に
わ
た
っ
て
、

農
業
高
校
（
城
西
高
校
・
三
好
高

校
）
と
農
業
界
と
の
間
に
立
ち
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
し
て
、
地

域
と
学
校
と
の
連
携
強
化
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
き
た
。

両
農
業
高
校
で
は
、
平
成
21
年

度
は
夏
季
休
暇
も
活
用
し
な
が
ら
、

20
コ
ー
ス
で
20
日
間
に
わ
た
る
現

場
実
習
を
実
施
し
、
４
単
位
の
農

業
専
門
科
目
を
習
得
し
た
。

現
場
実
習
あ
た
っ
て
は
、
本
県

独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
「
現
場

実
習
活
動
記
録
簿
」
方
式
を
考
案

し
た
。
こ
れ
は
、
「
現
場
実
習
時

の
活
動
状
況
を
記
録
す
る
」
生
徒

本
人
は
も
と
よ
り
、
「
活
動
状
況

の
記
録
を
指
導
す
る
」
教
員
と
、

「
現
場
実
習
の
内
容
を
確
認
の
う

え
検
印
す
る
」
現
場
指
導
者
と
の

３
者
が
関
わ
る
こ
と
で
、
農
業
高

校
に
お
け
る
効
果
的
な
現
場
実
習

の
指
導
手
法
を
構
築
し
た
も
の
で
、

農
業
高
校
で
の
「
指
導
指
針
」
と

し
て
今
後
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て

い
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

ま
た
、
「
現
場
実
習
活
動
記
録

簿
」
の
感
想
欄
に
注
目
し
て
、
記

述
内
容
か
ら
生
徒
の
潜
在
意
識
を

探
る
手
法
を
考
案
し
、
研
究
成
果

と
し
て
、
平
成
21
年
度
の
「
日
本

農
業
普
及
学
会
夏
季
大
会
」
で
報

告
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
、

長
期
間
に
わ
た
る
現
場
実
習
の
な

か
で
、
実
習
開
始
当
初
の
気
概
が

持
続
し
が
た
い
生
徒
の
潜
在
意
識

を
推
し
量
る
こ
と
に
よ
り
、
先
生

方
や
受
入
先
農
家
の
心
遣
い
と
励

し
で
、
農
業
へ
の
認
識
と
理
解
の

促
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
同
時
に
、
農
業
関
係
学
部
へ

の
進
学
や
農
業
関
連
産
業
等
へ
の

就
職
な
ど
、
進
路
選
択
に
つ
い
て
、

研
修
満
足
に
結
び
つ
く
成
果
が
得

ら
れ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

一
方
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
は
、
受
入
農
家
側
に
つ
い
て
も

生
徒
達
の
若
い
力
に
刺
激
を
受
け

る
と
同
時
に
、
将
来
の
就
農
に
対

す
る
期
待
も
あ
っ
て
か
、
同
業
者

に
も
明
か
さ
な
い
よ
う
な
新
技
術

ま
で
生
徒
達
に
伝
え
よ
う
と
す
る

な
ど
印
象
深
い
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
、
活
動
記
録
簿

か
ら
看
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
生
徒
自
身
も
、
身
近
で

元
気
に
頑
張
っ
て
経
営
し
て
い
る

農
家
の
姿
を
垣
間
見
て
体
験
し
た

こ
と
で
、
感
受
性
豊
か
な
生
徒
の

新
鮮
な
感
動
を
呼
び
起
こ
し
、
農

業
へ
の
理
解
力
が
深
ま
っ
て
く
る

様
子
が
、
「
現
場
実
習
活
動
記
録

簿
」
に
書
か
れ
た
数
多
く
の
イ
ラ

ス
ト
や
文
章
表
現
か
ら
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
な
か
で
、

「
イ
モ
掘
り
機
の
サ
ツ
マ
イ
モ
収

穫
」
「
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
生
理
」

の
図
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

活
動
記
録
簿
は
、
そ
の
他
に

「
ス
ト
ー
リ
ー
性
に
富
ん
だ
も
の
」

や
「
新
技
術
を
含
ん
だ
一
連
の
作

業
体
系
の
様
子
」
な
ど
、
感
動
お

よ
び
感
想
の
記
述
は
数
多
く
あ

り
、
こ
こ
で
紹
介
で
き
な
い
の
は

残
念
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
生
徒
の
中
に
は
、

現
場
実
習
開
始
時
の
意
欲
が
持
続

し
難
い
状
況
も
見
ら
れ
た
が
、
実

習
の
回
数
を
重
ね
る
う
ち
に
、
そ

の
意
義
を
理
解
し
覇
気
が
出
て
く

る
様
子
が
伺
え
、
「
現
場
実
習
は

大
変
な
時
も
あ
っ
た
が
、
今
に
な

れ
ば
楽
し
か
っ
た
」
と
評
価
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

教
師
の
立
場
か
ら
み
て
も
、
現

場
実
習
終
了
後
の
学
習
態
度
に
真

剣
さ
が
加
わ
り
、
学
校
で
の
実
習

や
生
活
の
態
度
に
改
善
が
見
ら
れ

た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

受
入
農
家
・
事
業
所
側
か
ら
も
、

実
習
時
は
２
年
生
で
あ
る
が
、
卒

業
後
の
進
路
に
よ
っ
て
は
従
業
員

と
し
て
採
用
し
た
い
旨
の
声
も
聞

か
れ
る
等
、
全
体
を
通
じ
て
大
き

な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

加
え
て
、
現
場
実
習
終
了
時
の

生
徒
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
か
ら
み
る
と
、
生
徒
自
身
の

進
路
に
つ
い
て
「
将
来
の
進
路
を

決
め
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
」
や

社
会
人
の
心
構
え
に
つ
い
て
「
社

会
に
出
る
た
め
に
必
要
な
事
を
学

ぶ
こ
と
が
出
来
た
こ
と
、
お
世
話

に
な
っ
た
こ
と
」
、
そ
し
て
食
育

に
つ
い
て
も
「
自
分
達
が
普
段
食

べ
て
い
る
も
の
は
、
農
家
の
人
達

が
何
ヶ
月
も
か
け
て
、
機
械
作
業

や
手
作
業
で
手
間
を
か
け
て
、
私

た
ち
の
所
ま
で
ま
わ
っ
て
く
る
こ

と
が
良
く
わ
か
っ
た
こ
と
」
な
ど
、

職
業
と
し
て
の
農
業
に
対
す
る
理

解
力
の
深
ま
り
を
看
て
取
る
こ
と

と
が
で
き
た
。
ち
な
み
に
、
両
農

業
高
校
か
ら
徳
島
県
農
業
大
学
校

へ
の
平
成
22
年
度
入
学
者
数
（
20

年
度
実
施
事
業
対
象
者
）
は
現
場

実
習
に
よ
る
効
果
が
発
現
さ
れ
て
、

９
名
に
上
っ
て
い
る
。

徳
島
県
農
業
会
議
で
は
、
こ
れ

ら
現
場
実
習
の
コ
ー
ス
毎
の
日
々

の
活
動
記
録
を
電
子
フ
ァ
イ
ル
化

し
て
、
農
業
高
校
の
担
当
教
員
に

還
元
・
提
供
し
て
い
る
が
、
学
校

側
で
は
、
こ
れ
を
次
に
続
く
生
徒

達
に
生
き
た
指
導
教
材
（
先
輩
か

ら
の
体
験
集
）
と
し
て
積
極
的
な

活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
（
赤
井
）

手づくり情報誌 第17号 かけはし21 平成22年4月21日< 4 >

農
業
高
校
担
い
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
総
括

菌床シイタケの生理（活動記録簿より）



１
．
農
地
流
動
化
対
策
事
業
の
一

つ
に
農
地
保
有
合
理
化
事
業
が
あ

る
。
こ
の
事
業
は
、
農
地
保
有
合

理
化
法
人(

本
県
で
は
、
徳
島
県

農
業
開
発
公
社)

が
、
農
業
委
員

会
と
連
携
し
、
規
模
縮
小
農
家
等

か
ら
農
地
を
買
入
れ
た
り
借
入
れ

て
、
中
間
保
有
し
た
後
、
認
定
農

業
者
等
の
担
い
手
農
家
に
売
渡
し

た
り
貸
付
け
る(

再
配
分)

の
が
特

徴
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
地
の
面

的
集
積
に
効
果
的
で
あ
る
。

２
．
こ
の
事
業
の
利
点
と
し
て
は
、

①
農
地
を
売
り
渡
し
た
者
に
課
せ

ら
れ
る
譲
渡
所
得
税
の
特
別
控
除

(

通
常
は
８
０
０
万
円
、
買
入
協

議
で
は
１
，
５
０
０
万
円)

が
受

け
ら
れ
る
。

②
規
模
縮
小
農
家
等
が
公
社
に
６

年
か
ら
10
年
の
期
間
で
農
地
を
貸

し
付
け
た
場
合
貸
付
期
間
分
の
小

作
料
が
一
括
前
払
い
さ
れ
、
平
均

課
税
の
特
例
が
受
け
ら
れ
る
。

③
公
社
か
ら
農
地
を
買
い
入
れ
た

場
合
は
登
録
免
許
税
の
税
率
の
軽

減
、
不
動
産
取
得
税
の
納
税
額
の

軽
減
が
受
け
ら
れ
る
。

④
売
買
契
約
等
の
諸
手
続
は
、
公

社
と
市
町
村
農
業
委
員
会
が
行
う

た
め
、
売
買
等
当
事
者
は
面
倒
な

手
続
き
が
不
要
と
な
る
。

３
．
合
理
化
事
業
の
活
用
例

①
売
り
手
は
早
く
処
分
し
た
い
が
、

買
い
手
は
直
ぐ
に
は
購
入
で
き
な

い
場
合

②
売
り
手(

貸
し
手)

と
買
い
手

(

借
り
手)

の
双
方
に
心
理
的
抵
抗

感
が
あ
る
場
合

③
売
り
手(

貸
し
手)

が
不
在
村
地

主
で
自
ら
管
理
が
で
き
な
い
場
合

④
買
い
手(

借
り
手)

が
近
隣
に
見

当
た
ら
な
い
場
合

⑤
一
人
の
買
い
手(

借
り
手)

が
複

数
の
売
り
手(

貸
し
手)

か
ら
農
地

を
取
得
す
る

４
．
今
後
の
進
め
方

本
年
か
ら
各
市
町
村
に
農
地
利

用
集
積
円
滑
化
団
体
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
公
社
と
し
て
は
農

業
委
員
会
等
や
こ
れ
ら
団
体
と
も

連
携
を
図
っ
て
農
地
保
有
合
理
化

事
業
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
県
吉
野
川
庁
舎
及
び

阿
南
庁
舎
に
農
地
集
積
推
進
員
を

設
置
し
、
合
理
化
事
業
の
推
進
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

▽
退
職
（３
月
31
日
付
け
）

丸
山

友
良
（事
務
局
長
）

▽
新
任
（４
月
１
日
付
け
）

事
務
局
長

大
塚

啓
二

事
務
主
任

山
本

和
代

▽
再
任
用
（４
月
１
日
付
け
）

常
任
参
与

丸
山

友
良
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農
地
保
有
合
理
化
事
業
の
活
用
を

展
示
商
談
会｢

ア
グ
リ
フ
ー

ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
二
〇
一
〇｣

を

開
催こ

の
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
は
、

全
国
各
地
で
魅
力
あ
る
農
産
物
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
生
産
者

の
方
や
、
地
元
産
品
を
活
用
し
た
多

様
な
こ
だ
わ
り
食
品
を
製
造
す
る
食

品
製
造
業
者
の
方
に
、
販
路
拡
大
の

機
会
を
提
供
す
る
た
め
当
公
庫
が
主

催
し
て
開
催
し
て
い
る
展
示
商
談
会

で
す
。

出
展
対
象
は
、
全
国
の
農
業
生
産

者
、
食
品
製
造
業
者
、
農
業
と
の
連

携
を
進
め
る
商
工
業
の
関
連
産
業
の

方
々
で
す
。
４
０
０
の
企
業
・
団
体

の
出
展
、
食
品
バ
イ
ヤ
ー
を
中
心
と

し
て
１
万
名
の
来
場
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

東
京
と
大
阪
で
毎
年
１
回
ず
つ
開
催

し
て
お
り
、
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は

東
京
で
の
開
催
で
す
。
開
催
要
領
は

左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
な
販
路
展
開
に
取
り
組
ん
で

い
る
農
業
生
産
者
や
食
品
製
造
業
者

の
方
に
は
、
是
非
、
出
展
を
ご
検
討

下
さ
い
。

◇
開
催
日

８
月
３
日
～
４
日

◇
場

所

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
公
庫
に
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
左
記
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://www.exhibitiontech.co

m/afx/
新
た
な
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金(

五

年
間
無
利
子)
制
度
が
制
定

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
に
、
融
資
当
初

の
５
年
間
に
限
り
実
質
無
利
子(

県

及
び
市
町
村
の
利
子
助
成
が
な
い
場

合
は
一
部
有
利
子)

と
な
る
資
金
制

度
が
、
新
た
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
融
資
手
続
き
の
準
備
中
の

た
め
、
お
取
扱
い
開
始
ま
で
い
ま
暫

く
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
お
取
扱

い
が
始
ま
り
ま
し
た
ら
、
県
・
市
町

村
・
農
業
会
議
・
取
扱
金
融
機
関
等

を
通
じ
て
、
お
知
ら
せ
し
て
参
り
ま

す
。設

備
投
資
や
経
営
改
善
の
た
め
の

運
転
資
金
が
必
要
な
方
は
利
用
を
ご

検
討
下
さ
い
。(

ご
融
資
に
当
っ
て

は
審
査
が
必
要
と
な
り
ま
す)

３
年
間
続
い
た
前
回
の
無
利
子
資

金
と
異
な
り
、
今
回
の
無
利
子
資
金

は
今
年
度
限
り
の
措
置
と
な
り
ま
す

の
で
、
特
に
秋
以
降
に
借
入
れ
を
計

画
さ
れ
て
い
る
方
は
、
な
る
べ
く
前

倒
し
で
ご
相
談
下
さ
い
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

お問い合せはこちらまで
日 本 政 策 金 融 公 庫 徳 島 支 店

農林水産事業農業食品課
〒770－0856 徳島市中洲町1－58
TEL 0120-926495（フリーコール）
FAX 088-656-6883

徳
島
県
農
業
会
議
人
事
異
動



場所 対象者

１９日 徳島県農業会議第３５５回常任会議員会議 徳島合同庁舎 会議棟ＡＢ会議室 常任会議員

２０日～２１日 組織・農地関係主任者会議 東京都　蚕糸会館 農業会議事業主任者

２１日 農業者年金担当者・相談員会議 都市センターホテル 農業会議事業主任者

２２日 担い手・経営事業主任者会議 都市センターホテル 農業会議事業主任者

２３日 農政主任者会議 都市センターホテル 農業会議事業主任者

２７日 新規就農・人材対策担当者会議 都市センターホテル 農業会議事業主任者

３０日 有機農産物認証協会第１３回理事会 タウンホテル千代 有機農産物認証協会理事

　７日 農地集積推進員研修会 県庁１１０９会議室 農業開発公社農地集積推進員

１１日 安２農産物判定会 林業センター６０２会議室 検査員・判定員等

１３日 集落営農育成チーム情報交換会 徳島合同庁舎４階会議室 担い手協議会関係機関

１１日～１２日 都道府県農業会議事務局長会議 弘済会館 農業会議事務局長

１４日 市町村農業委員会事務局長会議 ホテル千秋閣 農業委員会事務局長等

１８日 徳島県農業会議第３５６回常任会議員会議 徳島合同庁舎 会議棟ＡＢ会議室 常任会議員

１９日 都道府県農業会議会長会議 蚕糸会館 農業会議会長

２４日～２５日 全国農業新聞関東・四国ブロック会議 高知市内 支局長・担当者等

２７日～２８日 全国農業委員会会長大会 日比谷公会堂 農業委員会会長

　２日 徳島県担い手育成総合支援協議会総会 県庁６０２会議室 担い手協議会関係機関

１８日 徳島県農業会議第３５７回常任会議員会議 徳島合同庁舎 会議棟ＡＢ会議室 常任会議員

６月

徳島県農業会議等の行事予定
会議等の行事予定

４月

５月

単位：㎡

住　　宅 植　　林 倉　　庫 資材置場 駐車場 農用施設 道　　路 工　　場 砂利採取 その他 合　　計

１月 6,060 0 906 2,804 3,496 200 410 0 0 4,850 18,726

２月 8,475 1,511 233 5,369 1,235 2,479 634 0 0 7,290 27,226

３月 3,646 3,719 0 3,402 1,672 1,313 442 0 0 7,772 21,966

合計 18,181 5,230 1,139 11,575 6,403 3,992 1,486 0 0 19,912 67,918

農地法第４条・第５条転用許可の面積

農
家
の
経
営
承
継
と
相
続
税
・
贈
与

税
納
税
猶
予
制
度
の
あ
ら
ま
し

相
続
税
制
度
の
あ
ら
ま
し
、
相
続

税
・
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度
の
概

要
、
猶
予
の
計
算
例
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
ま
す
。

定
価

４
０
０
円

規
格

A4
判

32
頁

相
続
等
に
よ
っ
て
農
地
の
権
利
を
取

得
し
た
と
き
は
「
農
業
委
員
会
へ
の

届
出
」
が
必
要
で
す
！

農
家
等
に
注
意
を
喚
起
す
る
た
め

の
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
す
。

定
価

20
円

規
格

A4
判

２
頁
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全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公

的
利
益
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員

会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
週
刊
の
農

業
専
門
紙
で
す
。
農
業
委
員
と
農
業

者
、
農
業
者
と
地
域
住
民
・
消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の

「
か
け
は
し
」
と
し
て
、
普
及
・
拡

大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

六
百
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

あ

と

が

き

「かけはし21」第17号について

平成22年度は、新たな農地制度の推進を担う農業委員

会組織にとって大きな節目の年である。農業委員協力員

や事務局補助員の設置、農地相談体制の整備など、農業

委員会の活動体制を強化し、目に見える農業委員会活動

を確立していくことが重要となっておりますので、農業

委員会関係者のご理解とご協力をお願いします。

徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)621-3054 fax（088)655-8364
URL http://www.tokukaigi.or.jp
mail home@tokukaigi.or.jp

新
刊
農
業
図
書
紹
介

徳
島
県
農
業
会
議
常
任
会
議
員

会
議
で
処
理
し
た
農
地
法
第
４
条
・

第
５
条
の
転
用
許
可
面
積
は
左
表

（
１
月
～
３
月
）
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。


